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 論文審査の結果の要旨 
Jebunnahar Khandakar 氏は、2010 年 4 月に長崎大学大学院生産科学研究科博士後期課程に入学し、
現在に至っている。同氏は、生産科学研究科に入学以降、環境科学を専攻して所定の単位を修得す
るとともに、重金属の欠乏および過剰耐性植物のストレス耐性機構の解明とその応用に関する研究
に従事し、その成果を 2013 年 7 月に主論文「Iron Homeostasis and Metabolic Alteration in Hyoscyamus 
albus Roots under Iron Deficiency」として完成させ、参考論文として、学位論文の印刷公表論文３編
（うち審査付き論文３編）を付して、博士（学術）の学位の申請をした。長崎大学大学院生産科学
研究科教授会は、2013 年 7 月 17 日の定例教授会において論文内容等を検討し、本論文を受理して
差し支えないものと認め、上記の審査委員を選定した。委員は主査を中心に論文内容について慎重
に審議し、公開論文発表会を実施するとともに、 終試験を行い、論文審査および 終試験の結果

























を行うことで形態変化をサポートしていること、こうした変化に必要なアミノ酸は de novo 合成で
はなく、タンパク質の分解により、供給している可能性が高いことを明らかにした。こうした中で、
リンゴ酸の分泌を促進している根拠として MDH の抑制と Fumarase の促進を示した。また、防御反応
や呼吸鎖複合体、一次・二次代謝を含めて、代謝については全体的に鉄や ATP をできるだけ節約す
る代替機構を活性化していることを示した。 
以上のように本論文は、鉄欠乏耐性を示す植物の耐性機構の解明に取り組んだもので、将来的に
環境保全や農業に多大の寄与をするものと評価できる。 
学位審査委員会は、植物生理学の分野において極めて有益な成果を得るとともに、環境科学の進
歩発展に貢献するところが大であり、博士（学術）の学位に値するものとして合格と判定した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
